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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・6/16(火)17(水)第1回院内研修17:30～18:30　メンタル病棟4階メモリアルホール

テーマ｢今後の精神科医療サービスの在り方と方向性｣　講師:佐々木AOM・菅原AOM

・職員1泊旅行へ参加の方へ

マイカー通勤されている職員は、旅行当日は奥の方から駐車し、必要時に車の移動をする場合があるため、車の鍵を南山苑事務室へ設置のBOXに預けること。その際、荷札に氏名・車のナンバーを忘れず記載すること。
・6/9(火)北病棟入院中の大久保康弘様がデイナイトケア見学予定。

＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子様～6/3(水)定期訪問実施。体調を伺うと「あまり良くない」と表情を曇らせている。食事は考えて摂るようにしているとのこと。先週は銀行に行くためデイケアを休み、昨日はデイケアに行ったが調子も良くない為、一人離れて編み物をして過ごしたと話す。しかし、入浴したら気持ちが良かったとのこと。今日の受診では主治医から、今後も継続してデイケアへ行くよう説明があり、自身としても体調をみながら通いたいと話す。先日青明舎行事の際、途中で帰った時のことを伺うと、「あの時は疲れちゃって。いろいろ三春屋とか見てまわったし、暑かったから。帰りはバスが涼しくて良かった。」と振り返っている。

・清水　秋男様～6/4(木)今月より木曜（隔週）の訪問となる。1週間のスケジュールを確認し、休みが増えたことでどのように過ごすか聞くと「趣味（釣りや外出）に時間を使う」と話す。体調等聞くと変わりないとのことだが、相変わらず2時頃覚醒し、ラジオやゲームをして過ごしているとのこと。本人から悩みを聞くと「いつまで働けるか考えることがある」と話す。働ける内は働いていきたいと思っているが、年齢的・体力的に不安を感じるとのことだったので、現在のペースで3年間働くことが出来ている為、それを保てば長く働き続けることが可能となるのではないか提案する。本人は「本当はデイナイトケアを辞めたい」と話すが、続けて行くことが必要なことも分かっているとのこと。
・中居美津子様～6/7(日)定期訪問実施。コタツ周りは片付けられており、猫のトイレ、えさ入れもきれいにされているが、部屋全体に猫の尿臭が漂っている。体調面について、膝、腰痛が続いているため毎週土曜日に福井整形に通っているとのこと。また、季節の変わり目で体調が安定せず、先日2度寝してしまったため、仕事場に1時間遅れて行ったとのこと。金銭面について、カツカツであるため社協の貸付け事業を受けようと思っていると話すため、主治医にも相談するよう提案すると了承している。前回に引き続き、オリンピックまでに資格を取りたいと考えている件について話し、野菜ソムリエや医療系のものを考えていると話しており、ナイトケアのスタッフにも相談するよう提案すると了承している。

・大久保律子様～6/3(水)午後2回電話連絡あり。夫(恒夫様)の具合が悪いので、青明舎に連絡するよう言われたとのこと。症状を聞くと、吐気・頭痛があるとのこと。検温を促すと、再度電話連絡あり37.1℃との事で、昼食はいなり寿司5個食べたと話す。本人が汗をかいた際は着替えるよう伝えている。「吐いたらまた電話する」と話しており、電話はいつでも受け付ける事を説明している。その後、電話連絡あり、恒夫様の具合は良くなったとのこと。

・大久保恒夫様～6/5(金)本人宅に定期訪問するが、滝沢整形外科受診中で留守だった為、妻（律子様）に本人の体調等確認している。夫の体調を確認すると、その後嘔吐等無く、良くなったとのこと。6/6(土)本人より「タバコをやめようと思って」と電話連絡がある。理由については、唾液が多く出ることや体の為であると話す。一度にやめるとなるとストレスがかかるため、少しずつ減らしていくよう提案すると「そうですよね」と返答している。既に、カートンで注文してしまったため、次回から1箱ずつ位から購入しようと思うと話す。

・平　康子　様～6/6(土)から訪問を開始している。義歯と服薬の確認をしたり、部屋の掃除を行っている。訪問に対し本人は拒否があるとの事。

・番沢　政勝様～6/3(水)佐々木泌尿器科受診し、検査を行ったとの事。6/11(木)再受診予定。痔の出血はなく痛みもないとのこと。処方薬の軟膏を塗布していると話している。

＜利用者様情報＞
・繁名　和恵様～朝より頭痛等の身体不調を訴えており､頓服薬を服用して来所。浮かない表情をしているものの､午前中はプログラムに参加出来ている。昼頃､再度不調を訴え､静養室で休養。以後も｢心臓がわくわくする｣等の不調を訴えており､早めに帰宅している。不調が持続する場合は､管理人へ相談し病院受診を検討するよう伝えている。

・中村与一郎様～本人より相談があり､面談を実施。就労支援事業｢うみねこ幸房｣他利用者（友人A）との関係について､悩んでいるとのことで､傾聴。友人Aより｢彼女を作りたいから､紹介してくれ｣と言われ､別の友人を紹介したところ､その相手に振られた友人Aが､中村様を悪く言う噂を流しているとのこと。また､作業中も睨まれたり､居たたまれない空気になったりと､仕事中に気を遣うことで胃痛が認められているとのこと。｢別の作業所に行った方が良いかと思ってしまう｣等と不安を訴えている。一般就労に移行した後も同様の対人トラブルに至る可能性も充分あり得ることを伝え､職場を変えるのではなく､きちんと現場の職員へも相談し､解決方法を検討することが必要であることを説明。同施設へ情報提供をしている。
・鈴木真知子様～本日、トイレやロッカー室のドアを勢いよく開閉しており、大きな音がしているので、行動を振り返りながら何かあったのか尋ねると「いいえ。ちょっと暑かったから」と的外れな返答がある。振り返りには「そうですよね。ご迷惑掛けました。」と静かな声で話す。その後は、そのような行動は見られていない。今後も様子観察を行っていき、必要に応じて振り返りを行っていく。

・下妻　康貴様～6/5に、本人より面談希望があり、面談を実施。生活や仕事の状況を報告しており、現在問題はないとのこと。最近困っている事として、特定ナイトケア利用者（中居美津子様）から夜間遅い時間や仕事中に電話が来る事があるとのことで、状況を確認。内容は急用ではなく、「今何してた」等関係のない内容とのことで、「（中居様も）仕事で疲れてて愚痴を言いたいかもしれないけど、話を聞くこっちが疲れる」と話す。対応策を本人と検討し、スタッフから介入する事を提案。これ以上電話が掛かってきた際は、下妻様がナイトケア利用日でない時に、スタッフから中居様に注意することとしている。

＜外来情報＞

・田中　一　様～以前、右大腿の痒みあり軟膏処方しているが、改善がないとのこと。変な病気ではないかと心配されている為、説明している。担当医より、ベビーパウダー(シッカロール)の使用をアドバイスしている。
・坂本　福子様～「デイケアは辞めました」と話す。デイケアからは情報が来ていない為、今後の詳細についてデイケアスタッフと確認していく。また、近所の方に、腹部がでていることについて「お腹ガンじゃないの？」等と言われたとのことで、次回腹部CT施行予定。
・根地戸　恵様～落ち着かない様子で、周囲の人への話し掛けている。母様が、本人の落ち着きがないことで、友人にも電話ができない、親戚が来ても、あの人イヤ、この人イヤ言って困るとの訴えが聞かれている。本人は、平日は一日おきにデイケアに行っているので落ち着くことが出来るが、土日は不安定になると話し、自覚をしている。妹様へ電話するが、一週間ほど着信拒否されているとのことやデイケア利用者（青木紀子様）に電話していることを話す。母様より、4/27からジプレキサ(10)2T　2×朝・就床前の処方を就床前にまとめたら調子が悪くなっている気がするとの話があり、本日元に戻している。他に、レキソタン(2)4T　3×ndE　追加処方となる。調子が悪いことから、来週も診察となっている。
・清水　秋男様～右下肢の乾燥、小さな円状2ヶ所の表皮剥離がある。デルモゾールG軟膏(1日2回)が処方となる。

カンファレンスシート（　冨田　紀子　様）

実施日：H27年6月8日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：油津　裕子・鳥谷部　久美子・會津　慧実

　　　　　　　　　　　　　　参加者：慶長・鳥谷部・三浦・川井・藤田・會津・佐々木

検討内容：目標計画の見直し

	氏名
	冨田　紀子　様
	性別
	女
	年齢
	70
	生年月日
	S20.2.11

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	1生活リズムの改善(身なりを整える・定期的な入浴や散髪の習慣化)
2運動の習慣化。
3人付き合いの場の参加（協調性を養う・孤立化を予防）
4注意・集中力の維持・改善。
5服薬の習慣化・必要性の理解・病気への理解を深める・現実的判断が出来る。

	本人希望
	現状維持。

	家族希望
	現状維持。

	入院歴
	計6回（最終：H25年8月23日～H25年9月23日）発病時期（32歳）

	通所歴
	　2　回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H25年10月1日～現在　　（週4回/月･火・水・金曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護利用

青明舎利用

	住居：グループホームあおぞら入居中。
	家族構成
・冨田美代子(保護者)元うみねこ幸房職員
・大村千鶴子（三沢市在住）
・本人

	利用制度
	障害手帳2級
	年金2級
	他、生活保護（自立支援、介護保険、重度医療等）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	現状を維持しデイケア利用を継続していく。
	①生活面、健康面の現状維持が出来る。
	①現状維持のため、毎週水曜日に健康チェックを行う。
	①毎週水曜日に健康チェックを行っているのか確認する。微熱や体重減少が見られた際は、体調確認や食事摂取量について確認する。

	
	②服薬を継続する。
	②毎日薬を飲む。不調の際は、スタッフや先生、世話人へ相談する。幻聴に左右された言動がないか確認する。
	②現状維持の為に病状確認、幻聴や幻聴に左右された言動がないか確認する。服薬状況も確認する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①現状維持のため、毎週水曜日に健康チェックを行う。
	毎週健康チェックを行っている。現在、42㎏前後。本人は、40～41㎏がベストだと話す。以前夏期に体重が39kgと減ったことがある。「夏は、スカートを穿くから痩せないとダメだし、冬は、ズボンだからブカブカするから太らないといけない。油断するとすぐ太る、痩せるのが大変」と話す。食事は、朝、コーヒーか味噌汁・昼、おかずのみ・夜、ご飯を炊いてきちんとおかずも作っていると話す。
	体重や食事等にこだわりがあり、以前夏期に体重が39kgと減ったことがある。健康状態を保つためにも、40kg以下にならないよう介入を続ける必要がある。計画継続する。

	②毎日薬を飲む。不調の際は、スタッフや先生、世話人へ相談する。幻聴に左右された言動がないか確認する。
	本人は、薬はきちんと飲んでいると話している。「精神的には安定している。眩暈・動悸はするが心配するほどでもないし、心電図も異常はない。フラツキはあるがそんなにすごくはない。足元がふらつく」など話している。足元のふらつきは、靴を履く時だと話している。幻聴に左右された発言などはなく、本人も幻聴はないと話す。病状悪化時には、髪の毛がボサボサで整っていない等のサインがある。
	不調について自ら訴えてくることがない為、病状確認や幻聴に左右された言動の確認だけではなく、前回の入院経緯から、病状悪化のサインを確認する必要がある。目標を一部変更している。

	その他
	同グループホームの入居者様から冨田様への不満が聞かれる。本人は特に問題なく生活ができていると感じている。デイケアでは、他者へ高圧的な態度を見せることがない為、スタッフも介入が難しい状態。
	訴えのある入居者様の意向を確認しながら、介入を行っていくが、デイケアで他者へ高圧的な態度を見せることがない為、対人関係を円滑に行えるような目標を立案している。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	現状を維持しデイケア利用を継続していく。
	①生活面、健康面の現状維持が出来る。
	①現状維持のため、毎週水曜日に健康チェックを行う。
	①毎週水曜日に健康チェックを行っているのか確認する。微熱や体重減少が見られた際は、体調確認や食事摂取量について確認する。

	
	②服薬を継続する。
	②毎日薬を飲む。不調の際は、スタッフや先生、世話人へ相談する。幻聴に左右された言動や病状悪化のサインがないか確認する。
	②現状維持の為に病状確認、幻聴や幻聴に左右された言動がないか確認する。また身だしなみが出来ない等の病状悪化のサイン等を確認する。服薬状況も確認する。

	
	③他利用者とトラブルを起こさない。
	③他者に対して自分の価値観を押し付けない。
	③他者へ高圧的な態度をしている際は、介入する。他者から苦情があった際は、本人や他者へのアプローチ方法を検討する。


